第３回多文化間こころの支援協議会　議事録案

2008.9.8　18:30-20:30　明治学院大学92番会議室
出席者　　

小田　久美（財）海外技術者研修協会　EPA担当室
大原晋　（財）アジア福祉財団　難民事業本部

毛利よしこシスター
伊藤　樹　慶應大学
藤岡　勲　東京大学
阿部裕、秋山剛、鵜川晃、倉林るみい、村上裕子、松丸未来、吉田尚史

 (多文化間精神医学会及び同外国人支援委員会から)

Ⅰ．開会の辞　　(阿部)　

　　

Ⅱ．会の趣旨説明　（秋山）

本協議会を基盤に、多文化間こころの支援を行っている団体、個人のネットワークを整備していきたい旨、趣旨が説明された。

Ⅲ．参加者の自己紹介と近況報告

各参加者が自己紹介と、最近の活動報告を行った

Ⅳ.　トヨタ財団の助成と調査研究　（鵜川）

トヨタ財団の助成を受けた、「わが国への外国人定住への援助――メンタルヘルス援助資源の情報の整理、ネットワークの構築、ツールの開発」の趣旨およびネットワーク構築のための、各団体の活動に関するアンケートシートについて、説明があり、内容について討論が行われた。

Ⅴ　第１６回多文化間精神医学会における協議会の開催について

第１６回多文化間精神医学会にあわせて、平成２１年３月２８日に、第４回多文化間こころの支援協議会の開催を予定することが決定された。

Ⅵ　インドネシア看護師・介護士への援助計画　（秋山）

インドネシア大使館との接触経過について説明があった。援助活動を、どのように行っていけるか、今後フォローする。

Ⅷ　次回会議の予定

平成２１年３月２８日、１６:３０～１８：３０、川崎市産業振興会館の予定

